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電子情報技術産業協会規格 
 

地上デジタルテレビジョン受信信号の測定方法 
Methods of Measurement on Terrestrial Digital Television Receiving Signal 

 

1 適用範囲 

 この規格はテレビジョン放送を受信する小規模なテレビ受信システムに適用する。 

 

2 用語の定義 

2.1 

ISDB-T（Integrated Service Digital Broadcasting-Terrestrial） 

 わが国の地上デジタルテレビジョン放送方式。1 チャンネルの伝送帯域を 13 個の帯域（OFDM セグメン

ト）に分割して，セグメントごとに伝送パラメータや伝送する情報を設定する方式。（“解説 3.1 ISDB-T

方式の概要”を参照。） 

2.2 

OFDM（Orthogonal Frequency Division Multiplexing） 

 直交周波数分割多重。多数の搬送波に分割して変調するデジタル変調方式。搬送波の変調方式は QPSK，

16QAM，64QAM などが用いられる。日本及び欧州などの地上デジタルテレビジョン放送に採用されてい

る。 

2.3 

MPEG-2（Moving Picture Experts Group -2） 

 国際標準化機関によって標準化された動画・音声を含むマルチメディアデータの高能率符号化技術。

ISO/IEC 13818 規格のパート 1 にシステム符号化，パート 2 に映像符号化，パート 3 に音声符号化が定義

されている。 

2.4 

QAM（Quadrature Amplitude Modulation） 

 直交振幅変調。搬送波の位相と振幅を同時に変化させるデジタル変調方式。16QAM，32QAM，64QAM，

256QAM 等の QAM 信号などがある。 

2.5 

PSK（Phase Shift Keying），QPSK（Quadrature Phase Shift Keying） 

 位相偏移変調。搬送波の位相を変化させる変調方式。QPSK は四つの位相（例えば，0 度，90 度，180 度，

270 度）を用い，2 ビットのデジタル信号を 1 シンボル期間に伝送する変調方式。 

2.6 

CN 比（Carrier to Noise ratio） 

 搬送波電力対雑音電力の比で，dB で表される。デジタル放送信号における雑音帯域幅は，QAM 信号と

PSK 信号ではナイキスト帯域幅，OFDM 信号では伝送帯域幅としている。 

2.7 

BER（Bit Error Rate） 

 ビット誤り率。誤ったビット数対，伝送された全ビット数の比で表す。 
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